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 ぼくは、ひろしまのピカを読んで、せんそうは、ぜったいにしては、いけないこ

とだと思いました。 

 へいわだったひろしまに、アメリカが人るいはじめてのげんしばくだんをおとし

ました。ばくだんは、たった一つだったのに、数えきれない人がしんでしまったの

です。 

 大せつな、かぞくをなくしてしまった人がたくさんいたのです。 

 どうして、日本とアメリカは、せんそうをしてしまったのか、かなしくなってし

まいました。 

 この本に出てきた、みいちゃんと言う女の子は、ぼくとおなじ七さいです。いつ

ものようにお父さんとお母さんと朝ごはんをたべている時に、アメリカのＢ二十九

エノラ・ゲイごうから、リトルボーイを言う名前のげんしばくだんがおとされまし

た。 

 ひろしまの町は、あっと言う間に火じになって、みいちゃんのお父さんのからだ

には、七つものあながあいてしまいました。みいちゃんのあたまにも、ばくだんが

おちた時のつよいかぜのせいで、ガラスのはへんがささりました。みいちゃんのお

母さんは、けがをしていたお父さんをおんぶして、みいちゃんをつれて、火じから

にげました。にげているとちゅうの川には、やけどをしてボロボロになっている人

や、ひふがとけて、しんでしまった人がいたと書いてあります。そしてさいごには、

みいちゃんのお父さんもげんばくのせいで、しんでしまいました。もしも、ぼくが、

みいちゃんだったら、こわくて、いたくて、かなしくて、ずっとないていたと思い

ます。 

 たくさんの人がしんでしまうせんそうは、ぜったいにやってはいけないことだと

思いました。なぜなら、大せつな人のいのちをうばうだけで、こわい気もちやかな

しい気もちしか生まれないからです。 



 ぼくは、せんそうのないへいわなよの中にするために、いっぱいべんきょうして、

たくさんの人たちのために、やくにたつことができる大人になりたいと思いました。 

 


